
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 都市計画道路の変更について 
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１ ＪＲ高槻駅北東地区における都市計画道路の見直しの概要 

・駅周辺における良好な公共施設を整備（組合施行による土地区画整理事業）
・駅前立地にふさわしい施設建築物を整備
・平成２０年秋に着工を予定

都市再生特別措置法に基づく都市計画提案（法第37条）

・土地区画整理事業・再開発等促進区
・都市計画道路（土地区画整理事業区域内に安満新町天神線、古曽部白梅線を新設）
・都市計画道路（土地区画整理事業区域内の古曽部西冠線を廃止）
・平成２０年３月に都市計画提案を予定

・発生集中交通に対して円滑な自動車交通の処理
・安全快適な歩行者動線の確保
・周辺道路や開発エリアの土地利用等を勘案し、都市幹線街路と補助幹線街路を適切に配置

《都市幹線街路として安満新町天神線を配置》
・地域周辺の東西方向の交通を円滑に処理
《補助幹線街路として古曽部白梅線を配置》
・地区内の発生集中交通を円滑に幹線道路に処理
・地区内の商業施設等による交通渋滞の幹線道路への影響を軽減

道路交通計画

都市再生緊急整備地域内における大規模工場跡地の土地利用転換を図る都市開発事業

都市計画提案に係る都市計画道路の見直しの視点

上位計画との整合

中心市街地の通過交通の流入抑制

安全・安心な都市空間の創出

賑わい、回遊性に富んだ中心市街地

ネットワーク性、アクセス性の確保

適正な道路密度、配置バランスの確保

事業効果や実現可能性を考慮

都市計画提案を踏まえた都市計画道路の都市計画案

・安満新町天神線、古曽部白梅線を新規に都市計画
・古曽部西冠線は、事業区域内に加え、ＪＲアンダー部と高槻駅松原線から阪急北側線間を廃止見直し
・古曽部西冠線の区画整理区域北側については、ＪＲアンダー部の廃止に伴い都市計画を変更
・真上安満線は、古曽部西冠線の流入部で交差点改良に伴い都市計画を変更
・安満新町天神線を西に延伸し、高槻駅原線までの間を新規に都市計画
・高槻駅原線（東西区間）を廃止見直し
・高槻駅原線（東西区間）から南側の高槻駅前線を都市計画変更
・高槻駅前線流入部の駅前広場を都市計画変更

将来の適正な交通流の検証

１



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 都市計画道路の都市計画提案の概要 

◆都市再生緊急整備地域内におけるＪＲ高槻駅北東地区において大規模工場跡地の土地利用転換を図る都市開発

事業を予定 

◆本事業の道路・公園等の都市基盤については、組合施行による土地区画整理事業により平成20年秋から整備予定

◆土地区画整理事業により造成された敷地に、各民間事業者が駅前立地にふさわしい施設建築物を整備 

◆都市開発事業に伴う都市計画については、平成２０年３月に都市再生特別措置法に基づく都市計画提案を予定 

◆この提案の中で新たな都市幹線街路や補助幹線街路等の都市計画が予定されており、提案から 6 ヶ月以内に都市

計画の決定が必要 

◆道路交通計画 

・都市開発事業の土地利用に伴う発生集中交通に対して円滑に自動車交通を処理 

・市民や来訪者に安全快適な歩行者動線を確保 

・周辺道路や開発エリアの土地利用等を勘案し、都市幹線街路と補助幹線街路を適切に配置 

◆都市幹線街路等の都市計画提案 

・周辺地域の交通を集約して処理する「安満新町天神線」を拡幅し、東西方向の交通を円滑に処理する都市幹線街

路の都市計画を提案 

・街区内に流入・流出する交通を処理するとともに、地区内の商業施設等による交通渋滞の、都市幹線街路への影 

 響を軽減する補助幹線街路「古曽部白梅線」の都市計画を提案 

・「古曽部白梅線」の都市計画にあたっては、昭和４４年４月２４日に計画決定され、長期未整備になっている都市開 

発事業区域内の「古曽部西冠線」の都市計画の廃止を提案 

 
 
 

Ｌ＝３６０ｍ、Ｗ＝１８ｍ 

（理 由） 

・都市計画道路として定め、土地区画整理事業で整備 

・真上安満線（現道）とあわせて、高槻駅北部東西方向のダブルネットワークが形成され、円滑な交通流に寄与 

■「安満新町天神線」について、新規の都市計画を提案

安満新町天神線 

◇土地区画整理事業における都市計画道路の提案の概要 
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古曽部白梅線 

古曽部西冠線 

 
 
 
   Ｌ＝３９０ｍ、Ｗ＝１３ｍ 

（理 由） 

・都市計画道路として定め、土地区画整理事業で整備 

・街区内に流入・流出する交通を処理するとともに、地区内の商業施設等による交通渋滞の幹線街路への

影響を軽減 

■「古曽部白梅線」については、新規の都市計画を提案 

（理 由） 

・土地区画整理事業により補助幹線街路として古曽部白梅線を整備するにあたり、昭和４４年４月２４

日に計画決定され、長期未整備になっている「古曽部西冠線」について都市計画の廃止が必要 

■都市開発事業区域内の古曽部西冠線について都市計画の廃止を提案 
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３ 都市計画提案に伴う都市計画道路の見直し検討 

＜検討の概要＞ 

古曽部西冠線は、府道西京高槻線を起点に当該事業区域からＪＲをアンダーで横断し、横断後は、 
ＪＲ南側直近の高槻駅松原線にタッチせずに駅周辺の閑静な住宅街を通り、阪急高槻市駅前等の商業

地域を経由して国道１７１号に流入する都市計画道路である。 
基本方針で示したとおり、上位計画である中心市街地への通過交通の流入抑制や中心市街地での賑わ

いのある、回遊性を重視したまちづくりのため、提案のあった都市開発事業区域に加えてＪＲアンダ

ー部や高槻駅松原線から阪急北側線の区間について都市計画の検討を行う。 

（１）古曽部西冠線 

（理 由） 
・都市計画どおり整備された場合、中心市街地に通過交通を呼び込む道路となり、人を重視し 

 た賑わいや回遊性のあるまちづくりの弊害となる。 
・当該区間が廃止された場合、ＪＲ南北間の交通流動としては、枚方高槻線が代替機能として

の役割を果たす。 

■都市開発事業区域に加えて、ＪＲアンダー部分についても、都市計画を廃止する。

『都市開発事業区域とＪＲアンダー部』 

（理 由） 
・自動車の通過交通を抑制することで、賑わいのある歩行者中心の道路整備が可能となる。

・当該区間が廃止された場合、高槻駅柱本線と枚方高槻線が、代替機能としての役割を果

たす。 
・廃止された場合でも、当該区域における道路密度は、充足している。 

『高槻駅松原線～阪急北側線』 

■都市計画を廃止し、現道を活かし、賑わいのある回遊しやすい道路として整備 

（理 由） 
・開発区域へのアクセス道路として位置づけられており、交通分散による高槻駅前線の渋

滞緩和に寄与する役割が大きい。 
・道路の配置バランス、アクセス性の向上等についても必要な区間である。 
・真上安満線の交差点改良を行うことにより、交通流の円滑化を図ることができる。 

■当区間については、現行通りの都市計画とするが、ＪＲアンダー部の廃止に伴い、

名称や隅切部について軽微な変更を行う。 

『真上安満線～安満新町天神線』 
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『高槻駅松原線～阪急北側線』 

『真上安満線～安満新町天神線』 

『ＪＲアンダー部』 
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（２）真上安満線 

＜変更の概要＞ 

古曽部西冠線は、駅及び北東地区へのアクセス道路として位置づけられていることから、真上安満線と

古曽部西冠線の交差点は交通量の増加が予想される。 

よって、当該交差点の円滑な処理を行うため、交差点改良に係る都市計画の変更を行う。 
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＜参考＞西国街道線を北側拡幅とする理由 
 
 
 
 

（理 由） 
・西国街道線は高槻駅原線（東西区間）の機能を有するとともに、高槻駅原線（東西区間）以上

に土地区画整理事業で整備される安満新町天神線との連動性に優れることから、駅周辺の東西

方向の交通環境の向上が期待できる。 

■西国街道線を新設し、高槻駅原線（東西区間）を廃止するものとする。 

（３）西国街道線・高槻駅原線 

＜検討の概要＞ 

駅北側の東西方向の交通環境の向上を図るため、土地区画整理事業により計画されている安満新町

天神線を西に延伸する「西国街道線」の都市計画の検討を行う。また、「西国街道線」の都市計画に

より駅北側の東西方向の代替機能が確保されることから、昭和 44 年に都市計画され、長期末整備に

なっている高槻駅原線（東西区間）の都市計画の廃止を検討する。 

 

高槻駅原線 

西国街道線 

①市が昭和４３年に策定した細街路網計画との整合を図ることができる。 

②早期の供用が求められている路線であり、北側拡幅の方が補償物件が少なく、事業期間の短縮

が図れる。 
③北側は南側に比べて駐車場等の空地が多く存在することや、南側が北側に比べて物販・飲食等

の店舗が多く立地し、高密度の土地利用となっていることから、北側拡幅の方が事業費の軽減

が図れ、費用対効果が高い。 
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（４）高槻駅前線 

■１５ｍ区間（安満新町天神線～高槻駅原線）については現行どおりとする。 
■２８ｍ区間（高槻駅原線～駅前広場）の都市計画幅員を１５ｍに変更。 

（理 由） 
①高槻駅前線につながる西国街道線の車線数が２車線であり、高槻駅前線の将来交通量が一万台未

満で予測の混雑度が 1.0 未満であることから、車線数は現状どおり 2車線とする。 

②土地区画整理事業により整備される道路やペデストリアンデッキ等により、駅への歩行者通行の

分散が図られるため、歩道幅は現状の３ｍとする。 

③また、駅前広場との接続部においては、駅前広場との連動性や歩行者の溜まり空間等の機能とし

て隅切を設ける。 

＜検討の概要＞ 

駅北側の東西方向の交通環境の改善を目的とした、「西国街道線」の新設や「高槻駅原線（東西区間）」の

廃止に伴い、これに連動する「高槻駅前線」についても、都市計画変更の検討を行う。 
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（５）駅前広場 

＜検討の概要＞ 

現行の駅前広場面積が小浪式・２８年式・４８年式で算定されていることから、最新の算定手法で

ある９８年式により、駅前広場の必要面積の検討を行った。 

■９８年指針による算出 

 建設省指針（９８年式）に基づき、現況及びＨ５年時での駅広算定の際の条件を踏まえて交通空間基

準面積や、環境空間面積を計算し、当該駅前広場に必要な面積を算出した。 
 
＜９８年指針による算定＞ 

 
 
 

面
積 

交
通
空
間
基
準 

バス関連 １，２７７㎡ ◆計画諸元 
バスバース：１１バース 
タクシーバース：乗降４バース（乗車２バース、

降車２バース） 
停車場関連 タクシー：１２台 
      パトカー： ２台 
自家用車バース：４バース 

タクシー関連 ８６㎡

自家用車関連 ８０㎡

停車場関連 ４２０㎡

歩  道 １，８１０㎡

交通処理のための車道 １，５００㎡

合   計 ５，１７３㎡

車道面積 ３，３６３㎡ （＝交通空間基準面積－歩道面積） 
環境空間 ３，３６３㎡ （環境空間比１：１） 
必要広場面積 ６，７００㎡ 3,363＋3,363=6,726≒6,700 

  ＜算出根拠＞ 

 ○交通空間基準面積 
  （バス関連） 
     １１バース×７０㎡＋５０７人×１㎡/人 ＝１，２７７㎡ 
  （タクシー関連） 
     ４バース×２０㎡＋６人×１㎡/人 ＝８６㎡ 
  （自家用車関連） 
     ４バース×２０㎡ ＝８０㎡ 
  （停車場関連） 
     タクシー １２台×３０㎡ ＝ ３６０㎡ 
     パトカー  ２台×３０㎡ ＝  ６０㎡ 
                 計＝ ４２０㎡ 
  （歩  道） 
  （（ピーク時歩行者数９７７７人／６０分）／２７人/分・ｍ）×（１００＋２００）ｍ 

＝１，８１０㎡ 
  （交通処理のための車道） 
   （１００ｍ＋２００ｍ）×５ｍ ＝１，５００㎡   合   計   ５，１７３㎡ 

    ○車道面積   （＝交通空間基準面積－歩道面積） 
     ５，１７３－１，８１０＝３，３６３㎡ 

    ○環境空間   ３，３６３㎡  （環境空間比＝１：１） 
 

■ 駅前広場の面積は、概ね現行どおりの 6,700 ㎡が妥当である。ただし、高槻駅前線の変更
により、隅切箇所の軽微な変更を行う必要がある。
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